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　今年は岩手・宮城内陸地震から 15年の節目
の年ということで、6月 3日に震災復興のシン
ポジウムを栗原文化会館で開催しました。会場
には約 700人の来場者があり 15年を経過し
た震災でしたが、関心を持っている方が多いこ
とにビックリしました。シンポジウムでは、震
災を体験した方々から当時の切迫した状況や避
難時の苦労話などをお聞きすることができ、当
時を改めて振り返る良い機会となり開催して良
かったと感じました。
　コロナ禍でも昨年度過去最高を記録したジオ
パーク学習ですが、5月には、市外の中学校 4
校がそれぞれ 100人を超える規模で震災現場
やビジターセンターを訪れ、防災や減災につい
て学んでいきました。私たちは日頃、震災現場
を保護保全するとともに維持管理をしながら活
動していますが、このような活動を通して後世
に伝える大切さを改めて感じています。（局長）

今年度がスタート

細倉マインパーク観光坑道にて、栗駒山麓ジオ
パークガイドによる「30分でわかる！坑道ガ
イドウォーク」を開催します。7月 2日（日）
から毎週日曜日、10:00 ～ 15:00 に実施予定。
ぜひこの機会にご利用ください。

7月のマインパークガイド

７月１日（土）から８月３１日（木）まで、「栗
駒山麓のめぐみ」第４回新規募集を実施してい
ます。市内の企業や団体、個人事業主の皆様か
ら、市内で生産された食材等を使用した商品や
レシピを募集しています。詳細は事務局までお
問い合わせください。

栗駒山麓のめぐみ

VR体験の様子

坑道内を案内している様子

7月 22日（土）仙台泉パークタウンタピオで
開催する「おいでよ！東北ジオパーク 2023」
に出展します。東北の各ジオパークが出展する
イベントで、栗駒山麓からは、荒砥沢地すべり
や市内の風景を上空から眺めることができるVR
などを実施します。皆様、ぜひお越しください。

東北ジオパークフォーラム
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平成 20年岩手・宮城内陸地震
復興祈念シンポジウム開催報告
　2023年 6月 3日（土）13時 30分より、
栗原文化会館にて、平成 20年岩手・宮城内陸
地震復興祈念シンポジウム「これまでとこれか
ら」を開催しました。ご来場、ご協力いただき
ありがとうございました。この災害を栗原市民
全体で、これからも伝えていくために、まず何
があったのかを改めて知り、今後どのように後
世に残すことができるのか、そのきっかけとす
るために企画しました。「ふりかえる、つたえる、
つなぐ」をテーマに、3部構成で行いました。
・第一部「ふりかえる」（講話）
　宮城豊彦東北学院大学名誉教授、駒の湯温泉
菅原昭夫氏、花山地区千葉勝也氏、一関市小野
寺太氏の 4名にご登壇いただきました。第一
部の終わりには、地震発生当時の市長である佐
藤勇氏よりメッセージをいただきました。
・第二部「つたえる」（講話）
　佐藤翔輔東北大学准教授と佐藤公磐梯山噴火
記念館館長の 2名にご登壇いただきました。
佐藤館長には、シンポジウム終了後に泥流実験
も行っていただきました。

・第三部「つなぐ」（パネルディスカッション）
　パネリストに佐藤市長、菅原昭夫氏、栗原市
移住定住支援員の阿部佐知子氏、温湯温泉佐藤
所管代表の阿部幹司氏、佐藤准教授、コーディ
ネーターに目代邦康東北学院大学准教授、副
コーディネーター鈴木比奈子専門員の 7名で
登壇しました。市長から日本国民が災害を忘れ
ないために、栗原市はジオパークとして災害の
痕跡を残して、伝え続ける、という思いを語っ
ていただきました。第三部終了後、平塚茂樹ジ
オパークガイドの会会長より全体の感想をいた
だき、閉会しました。
　内容は盛りだくさんで、ひとつひとつのお話
をじっくりと伺いたいことばかりでした。会場
アンケートでも、熱い思いを書いてくださった
方が多く、改めて「思い」を知ることの重要性、
今だからこそできる取り組みと感じました。
　ジオパークビジターセンターでは、11月
27日（月）まで 2008年岩手・宮城内陸地震
から 15年の企画展も開催中です。こちらもぜ
ひご覧ください。

皆様ご協力ありがとうございました。会場参加者全員での黙祷


